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群馬県にある赤城大沼では福島原発事故の影響による放射性セシウム汚染が長期化している．本実験では

底質の放射性セシウムの吸着特性が低いことが長期化の一因であると考え，底質と放射性セシウム吸脱着試

験を行った．放射性セシウムの吸着率や脱離率を算出し，吸着特性を評価した．  
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1. 緒言 

群馬県にある赤城大沼では，魚類や湖水中の放射性セシウムの減衰が下げ止まっており[1]，要因の解明が課

題となっている．現在までの赤城大沼の調査により，湖底付近の湖水中の放射能は溶存セシウムが支配的で

あることが判明しており，湖底から湖水へ放射性セシウムが再溶出することが下げ止まりの一因となってい

ることが推測される．本実験では，底質の放射性セシウムの吸着特性が低いことが再溶出の一因であると考

え，底質と放射性セシウムの吸脱着試験を行った．群馬県の複数の湖沼の底質を用いて同様の実験を行い，

吸着特性を比較検討した．また，広域 X 線吸収微細構造(EXAFS)を用いて底質中のセシウムの錯体構造解析

を行った．逐次抽出法[2]により，各湖沼の底質における放射性セシウムの化学形態別分析を行った． 

2. 実験 

 試料には各湖沼の湖心部にてコアサンプラーを用いて採取された底質の深度 0～4 cm のものを用いた．放

射性セシウムを用いた吸着試験では，10～20 Bq 程度の 137Cs 溶液を固液比 1:50 の割合で底質に添加して 1 時

間攪拌し，1 日及び 3 日間静置した後，濾過を行った．脱離試験では，放射性セシウムを吸着させた底質に蒸

留水を固液比 1:50 の割合で底質に添加して 1 時間攪拌し，濾過を行った．吸着・脱離試験ともに濾過後の溶

液と底質を Ge 半導体検出器で測定し，吸着率及び脱離率を算出した．EXAFS 測定は高エネルギー加速器研

究機構，PF の BL-27Bにおいて行い，透過法で CsLIII吸収端に着目した． 

3. 結果・考察 

 放射性セシウムの吸脱着試験により，赤城大沼と榛名湖の吸着率は 94%程度で，赤谷湖と近藤沼の吸着率

が 98～99%程度であり，赤城大沼の底質は他の湖沼の底質よりも放射性セシウムの吸着率が低いことが分か

った．化学形態別分析では，赤城大沼の底質では容易に溶出する形態で存在している放射性セシウムの割合

が他の湖沼よりも多いことが分かった．EXAFS 解析の結果からも，赤城大沼の底質中のセシウムは他の湖沼

よりも溶出しやすい状態で存在していることが分かり，これらのことから赤城大沼の底質は放射性セシウム

の吸着特性が低く，このことが放射性セシウムの再溶出に影響している可能性が示唆された． 
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